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要旨 粘着テープの剥離実験に基づき，双安定素子の集団からなる，次の
ような力学系を抽出した．

(1) 素子は直線上 (１次元的)に並んでいる．

(2) 素子の状態は，“stick”と“slip”の２状態があり，局所的には“stick”
から“ slip”への変化のみ可能である (非対称な局所的相互作用)．

(3) 素子全体がテープで一体となり状態変化していることを反映して,
各素子には大域的な相互作用が働き,“ stick”と“ slip”の状態比が一
定になるよう調整される．

(4) 空間ノイズが存在する．

以上の力学系の統計的性質を調べるため，次のようなセルオートマトンモ
デルを構築した．“ stick”を「０」，“ slip”を「１」として，非対称な局所
的相互作用をルール 254 により表現した．また，大域的相互作用と空間ノ
イズの効果を，全素子の平均値が一定になるような確率的ルールとして導
入した．
数値シミュレーションの結果，モデルから得られる時空パターンは，以

下のような共通の統計的性質を示すことが分かった．
（１）パーコレーション転移の存在, （２）自己アフィン性, （３）コル
チャック則の成立.
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